
NEOフロアシリーズ
センクシア クリーンフロア



当社独自のFEM解析・湯流れ解析技術を駆使
して国内最軽量フロアパネルを設計しました。
（2011年3月現在）

当社の高度な技術により、高品質・高機能フロ
アパネルをご提供します。

アルミダイカスト製のため、100％リサイクルが
可能です。

お客様のご要望に合わせてさまざまな耐震性
能を実現します。

アフターサービスの体制が充実しています。

1960年代の発売以来、お客様より高い評価を
受け数多くの納入実績を誇っています。

特長

FEM 解析結果例（変位）

FEM 解析結果例（応力）

NEOフロアシリーズ

最軽量 -Lightweight- 高品質・高機能 -High Quality-

エコ（環境・資源リサイクル）商品
-Recyclable-

高い耐震性能 -Seismic Safety-

アフターサービス -After-sales Service-

豊富な納入実績 -Best Seller-
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仕様

商品形状

NEOフロアシリーズ

　　裏面形状 　　表面仕上バリエーション

G600L-55

A600L A600L Ni-Cr メッキ G600L エポキシ塗装

X600L

WX600L G600L-55

A600L-P14.5
  A600L-P8
XA600L-P8
MX600L-P8

   X600L-P14.5
WX600L-P14.5

※1 パネル1枚当たりの開孔率です。
※2 重量、厚みは表面仕上材を含んでおりません。

※3 厚みは表面仕上材を含んでおりません。座厚（パネル四隅の受け部の厚み）は46mmとなります。
※4 パンチングタイプは孔形状、開孔率の変更が可能です。

G600L-55

A600L-P14.5

A600L-P8

XA600L-P8

MX600L-P8

X600L-P14.5

WX600L-P14.5

A600L

XA600L

MX600L

X600L

WX600L

パネル型式材質サイズ

ア
ル
ミ
ダ
イ
カ
ス
ト

   □

600
mm

強度（中央集中φ50）
剛性 終局荷重

グリルタイプ
 （鋳抜きグリル）

パンチングタイプ
（加工グリル）※4

パンチング
超重量タイプ

（加工グリル）※4

ソリッドタイプ

ソリッド
超重量タイプ

商品形状

45mm

48mm

48mm

45mm

パネル厚み※3

Ni-Crメッキ
エポキシ塗装

タイル
シート
Ni-Crメッキ
エポキシ塗装
ステンレスプレート

（2mm）

タイル
シート
Ni-Crメッキ
エポキシ塗装
ステンレスプレート

（2mm）

表面仕上材

たわみ2.0mm以下
5000N（500kgf）時

たわみ2.0mm以下
7000N（700kgf）時
たわみ2.0mm以下
10000N（1000kgf）時
たわみ2.0mm以下
13000N（1300kgf）時
たわみ2.0mm以下
25000N（2500kgf）時
たわみ2.0mm以下
6000N（600kgf）時
たわみ2.0mm以下
8000N（800kgf）時
たわみ2.0mm以下
10000N（1000kgf）時
たわみ2.0mm以下
15000N（1500kgf）時
たわみ2.0mm以下
25000N（2500kgf）時

12500N以上
（1250kgf）

開孔率※1

54.3%

22.2%

18.1％

18.1％

18.1％

16.7％

16.7％

—

—

—

—

—

17500N以上
（1750kgf）
25000N以上
（2500kgf）
35000N以上
（3500kgf）
60000N以上
（6000kgf）
16000N以上
（1600kgf）
20000N以上
（2000kgf）
25000N以上
（2500kgf）
35000N以上
（3500kgf）
60000N以上
（6000kgf）

—

—

—

—

—

孔形状
（孔径mm×個数）

長孔

φ14.5×484

 φ8×1296

φ8×1296

φ8×1296

φ14.5×364

φ14.5×364

質量※2

（パネル1枚当たり）

 7.5kg

 6.7kg

 6.8kg

 8.1kg

9.4kg

11.5kg

19.5kg

 7.3kg

8.6kg

9.9kg

12.0kg

20.1kg

商品規格

グリルタイプ・パンチングタイプ
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XA600L タイル貼

XA600L

MX600L



摩擦輪

重り

摩擦回数読取器

往復運動用
モータ

表面材に各薬品を滴下
し、大気中での24時間
後の表面の変化を目視で
調べます。

JIS H8682に準じます。
《条件》
 1）荷重　　　　：400g
 2）使用ペーパー：＃320
 3）摩耗圧子の
　　　　走行回数：200回

サンドペーパーによる表面材
の摩耗量を測定します。

グリルパネル1枚の静圧（圧力差）と通気量の
関係を測定します。

生産性に大きな影響を及ぼす微振動についての対策をご提案
します。
※微振動対策は当社で対応できる範囲が限られます。詳細はお問い合わせください。

通気性能 微振動対策

耐薬品性能

耐摩耗性能

商品性能

測定機

測定結果

試験方法

試験方法

試験結果

試験結果

測定例

表面材および
表面処理

薬　品
フッ化水素

HF
50%

硝酸
HNO3

50%

塩酸
HCI
35%

硫酸
H2SO4

50%

リン酸
H3PO4

50%

過酸化水素水
H2O2

30%

水酸化カリウム
KOH
30%
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ビューレット

供試体

凡例　◎変化なし　◯変色程度　△変質　× 反応、激しく変化

試験体：
グリルパネル □ 600 チャンバー

ダクト
整流格子 オリフィス板

補助チャンバー 送風機

回転制御
差圧測定静圧測定
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G600L-55

A600L-P8
A600L-P14.5

通気量（k/h）

静
圧（
P
a）

ステンレスプレート
塩ビタイル
塩ビシート（Mフロア）
NiCrメッキ
導電エポキシ塗装

表面材および表面処理
ステンレスプレート
塩ビタイル
塩ビシート（Mフロア）
NiCrメッキ
導電エポキシ塗装

摩耗量（g/200 回）
0.001 〜 0.002
0.025 〜 0.029
0.008 〜 0.010
0.003 〜 0.004
0.012 〜 0.014
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当社独自の根 太 組みに支柱
を1200mmピッチ（標準）と
し、床下のユーティリティ空間
を利用しやすくしています。

■床高さ：800〜2000mm

梁のピッチが広い場合に有効
です。梁下のリターンスペース
をユーティリティなどの収納ス
ペースとして活用できます。梁
のレベル精度が仕上がりに大
きく影響しますので注意が必
要です。

鉄骨梁に限らずコンクリート
のPC梁でも対応できます。梁
のピッチが広い場合に有効で
す。梁上の支持脚でレベルを
取るため、レベルの精度をよ
く仕上げることが出来ます。ま
た、梁上のリターンスペースを
ユーティリティなどの収納ス
ペースとして活用できます。

床下の空調スペースが大きく
必要でない場合に有効です。
最も簡単にダウンフローのク
リーン空間を実現します。

■床高さ：150〜1200mm

角パイプ根太組方式

根太上ズレ止め方式

根太上支持脚方式

支持脚方式

下地工法
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地 震時のパネルの浮き
上がり防止(避難通路確
保)、機器転倒防止のた
めのパネルへの機器固定
※などの目的で、パネル
を支柱にボルト固定でき
ます。すべてのタイプの
パネルが対応可能です。
※�機器の重量・大きさ・高さにより
転倒防止強度は異なります。
　詳細はお問い合わせください。

地震時の安全性確保を目的
に機器転倒・移動防止対策を
行っております。機器・装置の
支持部などを専用金属でパネ
ルもしくはスラブ等へ固定し
ます。機器の重量、大きさ、高
さにより転倒防止強度が異な
ります。詳細はお問い合わせく
ださい。

グリルの通気量を制御するため、グリルの裏面に取り付け
ることが可能です。下地の方式によりグリルに取り付けるタ
イプや、根太に乗せるタイプを選択できます。
また、エアフィルターを取り付けたり、風量の微調整の可能
なラック＆ピニオンタイプにすることも可能です。

パネル固定方式

機器固定方式

スライドシャッター

オプション

パネル固定用部材

設置例

根太置きタイプ

標準タイプ シャッター取付状況ラック&ピニオンタイプ

設置例

支持脚固定ズレ止め固定
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設備配管などの立ち上がり部
などに使用します。使用しない
部分には、パネルやグリルを
はめ込み塞いでおきます。

フレーム材：スチール製（Ni-Crメッキ）
パ ネ ル 材：アルミダイカスト製

パネル下に納めたバルブや
メーターの調整、確認を容易
に行うための点検口パネルで
す。パネルが固定されていて
も容易に開閉ができます。パ
ネル一枚を取り外すと落下な
どの危険性がありますが、点
検口パネルを使用することに
より、安全性を確保できます。

設備配管等の立ち上げにはパ
ネルに開口部を設けますが、
カットすることでパネルの強
度低下が発生します。安全性
を確保するために開口部の補
強が必要になります。下地構造
に合わせた各種方法により開
口部の補強をご提案します。

パネル分割枠

点検口パネル

ケーブルカットパネル補強方法

その他

オプション

パネル吊上げ専用工具：ヒッカー（グリル用）

写真は3分割設置例です。
2・4・6分割も対応できます。

構成

点検時 通常時

ケーブルカットパネル補強例
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